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コメント；青面(しょうめん)金剛像が中央に、三猿（見ざる・聞かざる・言わざ

る）が台座に彫ってあり、邪鬼を踏みつぶしています。鶏が左右に二羽、左手に

女人（または子ども）の髪を掴んでぶら下げています。 

庚申の日になる前日から集団で徹夜をすれば三尸は体内から出られない。この集

会を 3年 18回続けた記念に建立したのが庚申塔です。三尸は上尸（道士の姿）中

尸（獣の姿）下尸（牛の頭に人の足の姿をしている）の三虫を言います。 

 


